
 

 

 
 

  

 

今
年
６
月
に
狛
江
市
は
「
狛
江
市
立

保
育
園
民
営
化
の
指
針
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
現
在
市
内
に
は
認
可
保
育
園
が

11
園
あ
り
、
そ
の
う
ち
６
園
が
公
立
保

育
園
で
す
。
公
立
保
育
園
の
う
ち
２
園

を
2017
年
度
ま
で
に
民
営
化
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
残
る
４
園
の
民
営
化
に

つ
い
て
は
、
民
営
化
移
行
後
の
２
園
の

検
証
・
評
価
な
ど
を
総
合
的
に
見
極
め
、

再
度
検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
市
立
保
育
園
民
営
化
に
あ
た
っ

て
の
市
の
基
本
姿
勢 

民
営
化
に
あ
た
っ
て
は
保
育
園
民
営

化
指
針
で
市
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
次
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

① 

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
、 

子
ど
も
の
発
育
を
尊
重
し
支
援
す
る
保

育
を
実
施
す
る
。
職
員
配
置
基
準
な
ど

も
含
め
現
行
の
公
立
保
育
園
の
水
準
を

下
回
ら
な
い
保
育
を
実
施
す
る
。 

   

こ
の
こ
と
を
担
保
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
る 

②
民
営
化
す
る
こ
と
で
市
の
一
般
財
源

か
ら
の
財
政
負
担
を
軽
減
し
、
そ
れ
に

よ
り
創
出
し
た
財
源
を
よ
り
豊
か
な
子

育
て
支
援
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
に
活
用
す
る
。 

③
民
設
民
営
方
式
と
し
、
事
業
主
体
は

実
績
の
あ
る
社
会
福
祉
法
人
と
す
る
。 

④
2016
年
度
に
宮
前
保
育
園
、
17
年
度

に
和
泉
保
育
園
を
民
営
化
す
る
。 

■
市
民
の
不
安 

市
民
向
け
に
民
営
化
指
針
の
説
明
会

が
２
回
と
対
象
と
な
る
２
園
で
１
回
ず

つ
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
不

安
は
▼
保
育
の
質
の
担
保
▼
コ
ス
ト
▼

民
営
化
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
へ
の
市
民
参

加
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

▼
保
育
の
質
の
担
保
…
市
民
は
な
ぜ
公

立
認
可
保
育
園
が
私
立
認
可
保
育
園
に

な
る
と
質
が
低
下
す
る
と
考
え
る
の
か

と
い
え
ば
、
ひ
と
り
あ
た
り
の
子
ど
も

に
か
か
る
運
営
費
が
公
立
は
私
立
の

1.5
倍
以
上
か
か
り
、
そ
れ
は
人
件
費
に

由
来
す
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
保
育

士
の
平
均
勤
続
年
数
も
公
立
20
年
に

対
し
私
立
8
年
か
ら
14
年
５
か
月
と

短
い
で
す
。
保
育
士
の
平
均
年
齢
も
大

幅
に
違
い
、
こ
の
こ
と
が
私
立
の
労
働

環
境
の
不
安
定
さ
を
想
像
さ
せ
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

経
験
豊
か
な
保
育
士
に
育
児
相
談
し
た

い
と
の
希
望
も
あ
り
ま
す
。
反
対
に
市

内
で
公
立
と
私
立
を
経
験
し
た
市
民
か

ら
は
私
立
保
育
園
の
質
は
決
し
て
劣
っ

て
い
な
い
、
年
齢
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
＝

質
の
高
い
保
育
と
は
言
え
な
い
と
い
う

意
見
や
民
間
の
柔
軟
性
独
自
性
に
期
待

す
る
声
、
引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
や
る

こ
と
が
重
要
と
す
る
意
見
が
で
て
い
ま

す
。 

▼
コ
ス
ト
…
行
政
運
営
の
効
率
化
（
コ

ス
ト
削
減
）
と
い
う
こ
と
だ
け
で
の
民

営
化
に
対
し
て
は
保
護
者
の
警
戒
は
強

く
、
ど
う
い
う
基
準
で
民
間
の
運
営
事

業
者
を
選
定
す
る
か
、
民
営
化
に
よ
る

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
丁
寧
な
説

明
が
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。 

▼
プ
ロ
セ
ス
…
情
報
が
な
か
っ
た
こ
と

で
突
然
の
民
営
化
に
驚
い
て
い
る
、
丁

寧
な
説
明
を
要
望
す
る
、
移
行
期
間
が

短
す
ぎ
る
、
こ
れ
か
ら
の
民
営
化
へ
の

プ
ロ
セ
ス
に
保
護
者
も
参
加
し
意
見
を

交
換
し
な
が
ら
一
緒
に
新
し
い
園
を
作

り
上
げ
た
い
と
い
う
意
見
な
ど
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。 

■
民
営
化
す
る
に
あ
た
っ
て
解
決

す
べ
き
課
題 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
盛
り
込
む
べ
き
こ
と 

① 

保
育
の
基
準 

狛
江
市
が
民
営
化
す
る
に
あ
た
っ
て

の
基
準
、
ル
ー
ル
づ
く
り
、
つ
ま
り
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
必
要
で
す
。
市

は
開
催
中
の「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

の
中
で
専
門
家
や
市
民
委
員
と
検
討
を

行
い
作
成
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
育
ち
、
発
達
に
と
っ
て
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
と
は
何
な
の
か
十

分
な
議
論
を
重
ね
、
保
護
者
や
保
育
従

事
者
か
ら
の
意
見
も
反
映
し
て
作
成
し

保
護
者
の
不
安
を
払
拭
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
事
前
の
情
報
共
有
、
話
し

合
い
に
よ
る
合
意
、
移
行
期
間
な
ど
に

配
慮
し
つ
つ
保
育
士
の
配
置
や
年
齢
の

バ
ラ
ン
ス
、
継
承
す
べ
き
保
育
内
容
と

独
自
性
の
許
容
等
々
を
明
記
し
、
適
切

な
事
業
者
の
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
要
望
し
ま
す
。 

②
保
育
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
市
の
責
任 

公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
保
育
内
容
を

把
握
し
、
民
間
移
行
後
の
確
認
の
場
、

情
報
交
換
の
場
が
必
要
で
す
。
現
在
狛

江
市
に
お
い
て
は
私
立
保
育
園
の
方
が

積
極
的
に
第
三
者
評
価
を
受
審
し
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
質
の
点
検
に

は
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
保

護
者
も
市
も
第
三
者
評
価
な
ど
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

保
育
コ
ス
ト
の
削
減
で
多
様
な
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
が
実
現
し
た
の
か
な
ど
移
行

後
の
検
証
は
必
ず
行
い
公
表
す
る
な
ど

の
こ
と
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

■
大
事
に
さ
れ
る
べ
き
は
子
ど
も

自
身
の
育
ち 

「
保
育
事
業
は
一
番
質
の
高
い
レ
ベ

ル
で
執
行
で
き
る
と
こ
ろ
に
任
せ
て
い

く
べ
き
だ
」
と
は
元
我
孫
子
市
長
の
福

嶋
浩
彦
氏
が
民
間
活
力
の
導
入
を
検
討

す
る
際
に
基
本
方
針
と
し
た
考
え
方
で

す
。「
公
立
保
育
園
」
と
し
て
直
営
で
行

く
な
ら
費
用
対
効
果
も
含
め
て
民
間
よ

り
質
の
高
い
実
施
者
で
あ
る
時
の
み
だ

と
も
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市

公
立
保
育
園
の
障
が
い
児
の
受
け
入
れ

は
、
質
の
高
さ
ゆ
え
に
保
育
予
算
は
非

常
に
高
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い

う
税
金
の
使
い
方
を
侃
々
諤
々
の
議
論

の
末
、
主
権
者
市
民
が
決
定
す
れ
ば
こ

そ
市
民
は
納
得
が
で
き
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。 

保
護
者
か
ら
の
不
安
、
提
案
を
生
か
し

た
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
是
非
実
現
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

市民が納得する民間活力の導入は● 

☆市民目線☆予算提案書● 

９月議会報告● 

☆市民目線☆予算提案書 

毎年秋に狛江市に対して、生活クラブ運動グループでまとめた☆市民目線☆予算提案書を提

出しています。市民から届いた「一言提案ハガキ」(本年は今までに 40 通とどきました)や、七夕

に行った映画上映会の来場者が短冊に書いてくれた要望の中から、給食のこと、図書館開館時間

を９時からに早めること、総合体育館の第２体育館の壁に吊り棚式物入れを設置することなどの

要望を盛り込み、市政全般にわたった予算提案書が出来ました。 

前市長ではなかなか実現しなかった市長面談ですが、昨年市長交代後、二年連続で実現してい

ます。やはり、市民要望は文書だけではなく、当事者の生の訴えを直接聞いてもらう場が必要で

す。市政への意見や疑問は、諦めたり躊躇せずに、声をあげていきましょう！2014 予算提案書は

狛江・生活者ネットワークホームページでご覧いただけます。 松崎淑子 

 市長に予算提案書を手渡し、まちの様子を意見交換 

□で囲んでいるのが民営化対象保育園 

狛江市の認可保育園11園●市立保育園○私立保育園 



 

 

 
 

        

■
９
月
議
会
は
９
月
２
日
か
ら
10

月
８
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

◆
和
泉
多
摩
川
緑
地
を
公
園
に
！ 

和
泉
多
摩
川
緑
地
の
都
立
公
園
化
に

つ
い
て
市
長
が
東
京
都
に
要
請
文
を
提

出
し
ま
し
た
。
昭
和
17
年
に
緑
地
と
し

て
都
市
計
画
決
定
が
さ
れ
て
い
る
和
泉

多
摩
川
緑
地
の
都
立
公
園
化
に
向
け
、

東
京
都
の
知
事
本
局
、
総
務
局
な
ど
関

係
各
局
と
調
整
の
上
、
作
成
し
た
要
請

文
書
を
知
事
あ
て
に
市
長
が
提
出
し
た

と
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
市
の
動
き
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な

か
っ
た
東
京
都
と
の
交
渉
の
第
一
歩
を

踏
み
出
せ
た
こ
と
は
、
憩
え
る
緑
環
境

の
充
実
、
発
災
時
の
防
災
拠
点
を
望
む

市
民
要
望
に
添
う
も
の
で
す
。 

◆
大
規
模
な
土
地
利
用
の
変
更
に

構
想
段
階
か
ら
の
市
民
参
加 

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
可
決
し

ま
し
た
。
大
規
模
開
発
等
事
業
に
よ
る

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
、

構
想
段
階
か
ら
届
け
出
を
行
い
、
周
囲

の
土
地
利
用
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
な

開
発
に
な
る
よ
う
、
市
は
積
極
的
な
情

報
提
供
を
す
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

具
体
化
す
る
地
域
ご
と
の
都
市
整
備
方

針
及
び
計
画
を
市
民
参
加
で
策
定
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。 

◆
拡
大
生
産
者
責
任
の
実
現
を 

狛
江
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は「
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、
発

生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の

法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提

案
し
、全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
の
異
常
気
象
、
気
候
変
動
防
止
の

観
点
か
ら
も
資
源
の
無
駄
遣
い
に
よ
る

環
境
負
荷
を
減
ら
し
、
持
続
可
能
な
社

会
へ
の
転
換
は
急
務
で
す
。
自
治
体
が

税
負
担
で
容
器
包
装
を
分
別
収
集
し
て

い
る
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
総
費

用
の
う
ち
約
８
割
が
製
品
価
格
に
内
部

化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
、

事
業
者
に
は
発
生
抑
制
や
環
境
配
慮
設

計
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
ま
せ

ん
。一
刻
も
早
い
法
改
正
が
必
要
で
す
。 

◆
決
算
審
議
や
っ
と
会
期
を
早
め
る 

2012
年
度
決
算
特
別
委
員
会
は
９
月

25
、
26
、
27
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

５
月
末
に
は
出
納
閉
鎖
し
８
月
に
は
総

務
省
に
決
算
報
告
を
し
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
決
算
審
議
を
次
年
度
予
算
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
会
期
を
早
め
る
事
が

必
要
だ
と
生
活
者
ネ
ッ
ト
は
提
案
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
他
自
治
体
で

は
８
月
中
に
主
要
施
策
と
基
金
の
決
算

を
公
表
し
市
民
の
行
財
政
参
加
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
政
策
予
算
が
と
り
に
く

く
市
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
現
在
、
市

債
発
行
の
抑
制
や
計
画
的
な
基
金
積
立

な
ど
規
律
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
る
事

が
必
要
で
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
提
案
に
つ
な
が
る
３
中
移
転
の
中
止

の
判
断
は
評
価
で
き
ま
す
。
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
家
庭
的
保
育
へ
の

理
解
と
保
育
マ
マ
の
増
員
、
子
ど
も
が

主
体
者
と
し
て
関
わ
れ
る
場
の
一
つ
で

あ
る
常
設
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
市
民
協

働
で
実
現
す
る
こ
と
、
子
ど
も
の
権
利

と
命
を
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
の
相

談
日
数
拡
充
と
人
材
育
成
を
次
世
代
支

援
施
策
と
し
て
要
望
し
ま
し
た
。
収
束

の
目
途
の
立
た
な
い
原
発
事
故
は
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
。
非
常
事
態
へ
の
対
策

と
し
て
ヨ
ウ
素
の
準
備
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。
狛
江
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を
策

定
し
、
省
エ
ネ
と
同
時
に
避
難
所
と
な

る
教
育
施
設
な
ど
で
き
る
限
り
の
施
設

に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
、
市
民
発
電

を
支
援
す
る
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
す
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
国
民
健
康

保
険
の
健
全
化
は
過
剰
な
医
療
と
投
薬

の
防
止
に
医
師
の
協
力
を
得
て
進
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
少
子
超
高
齢
社

会
、
団
塊
世
代
の
高
齢
化
と
い
う
現
実

を
踏
ま
え
、
敬
老
金
な
ど
高
齢
者
福
祉

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
指
摘
し
ま
し
た
。

現
場
に
行
き
、
市
民
と
向
き
合
う
実
践

を
評
価
し
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
十

分
に
果
た
し
市
民
力
を
生
か
し
た
市
政

に
期
待
し
本
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。 

        

         

 

狛江市議会議員吉野芳子
http://yoshino.seikatsusha.net 

▲狛江市小学校給食調理委託が 2014 年

度第５小学校から実施される予定です。

給食の質や安全に配慮し適正な委託業者

を選定し、安定した給食の提供に努める

とのことですが、仕様書には質が低下し

ないためのきめ細やかな項目を盛り込む

よう要望しました。またこれまで同様素

材からの手づくりを徹底し、環境や健康

への配慮による石けん使用については継

続するとの答弁を得ました。 

▲改修している市の食堂は『市民の食堂』

として多様な市民ニーズに応え、市外か

らも利用客のある魅力と特色のある新し

い価値を付加すべきです。健康に配慮し

たメニューを市の栄養士と連携して提供

するなど多くの意見やアイディアを市民

から募集する市民参加の必要性を指摘し

ました。市では高齢者配食サービスの意

義は安否確認や見守りと健康な在宅生活

を支援することだとしています。現在２

事業者で実施しており、委託食数に偏り

が顕著です。事業に支障が出ないよう地

区割りなどの対策を求めました。要支援

者制度の見直し議論の最中ですが、狛江

市では介護保険認定者のみ配食対象とし

ていることも含め、新たな検討をしてい

くとの答弁でした。 

 

▲保育園民営化は保育需要の適切な対応

や多様な保育サービスの提供と効率的な

行財政運営の両立を図るために進めてい

るとの説明でした。保育の質は第３者評

価を活用して、客観的に判断すべきと指

摘しました。また、インクルーシブの理

念のもと、障がい児保育のより一層の充

実を要望しました。 

▲乳幼児と保護者にとって望ましい家庭

的保育を担う保育ママが３人になったこ

とは評価できます。円滑な運営と増員に

むけて更なる支援を要望しました。多様

な保育形態として活動を広げている自主

保育を評価し、支援策を打ち出すよう求

めました。開催されている子ども・子育

て会議での議論は重要です。討議事項が

多く会議日数が少ないので議論を深める

方法を工夫すべきと指摘しました。 

 

 

▲放置自転車対策には都の緊急雇用創出

事業の補助金を活用しています。業者選定

の適正さ、被雇用者の労働環境を市は把握

すべきです。見回り監視員は都の補助金が

なくなっても必要であり、市単独事業にな

った時の戦略的で効率的な具体策が必要

です。利便性の高い駅周辺の駐輪施設の充

実と世田谷区や小田急電鉄との協議連携

を求めました。 

▲災害時の安全な水の確保と供給体制に

ついては万全であるとの答弁を得ました。

防災意識が市民の間で高まる中、さらに自

助・共助と分散備蓄を広げることは重要で

す。市・消防団だけでなく町会・自治会な

どで発電機、トイレや食糧の他に、風呂や

プールの水などを浄化して飲み水にもで

きる手動式の「中空糸飲料水製造装置」の

周知をし、備蓄の促進・拡充を積極的に進

めるべきと指摘しました。 

 

 

生き活きレポートＮｏ．１３５ 

松本市で開催された全国自治体シンポジウム「地方自治と子ども施策」
に参加。子どもの権利のために奔走している森田明美東洋大教授、喜多
明人早大教授らと。（右から２番目が吉野芳子） 

狛江の市民と共に世田谷区千歳台にある生活ク
ラブ・ケアセンター世田谷を視察。在宅ケアを支
える小規模多機能ホームや認知症の高齢者が共
同で生活する住まいグループホームちとせなど
を併設する地域の福祉拠点です。 

「不登校なう」上映会としゃべり場に参加 

９月２２日狛江で子どもに関わる活動をする団体、こ

まえチャイルドライン、フリースクールこぴえ、不登校

の親の会(OYAOYA の会）、プレーパークをつくる

会、サポート狛江が共催。東京シューレ制作の DVD

「不登校なう」を観たあと、制作に関わり出演もした本

人からいじめ、不登校、ひきこもりになった理由や思

いを聞きました。参加した人たちからもそれぞれの

思いが語られ、良い雰囲気の中で交流ができまし

た。自分の言葉でしっかりと考えを表現できる本人た

ちがすばらしい！         吉野芳子                       

 

http://yoshino.seikatsusha.net/
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